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去
る
6
月　

日
（
土
）
午
前　

時

19

10

よ
り
ホ
テ
ル
一
畑（
松
江
市
千
鳥
町
）

で
出
席
総
代
1
4
5
名
（
内
本
人
出

席
1
1
2
名
、
書
面
に
よ
る
も
の　
31

名
）
に
よ
り
第
5
回
通
常
総
代
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
冒
頭
に
岸　

宏
J
F
し

ま
ね
会
長
が
挨
拶
し
、
引
続
き
来
賓

の
溝
口
善
兵
衛
島
根
県
知
事
、
細
田

重
雄
島
根
県
議
会
議
員
か
ら
祝
辞
を

戴
い
た
。

　

続
い
て
議
事
に
移
り
、
議
長
に
西

郷
地
区
・
浜
田
利
長
総
代
が
選
任
さ

れ
、
以
下

□
第
1
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
報

21

告
書
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
並
び
に
剰
余
金
処
分
案
に
関
す

る
件

□
第
2
号
議
案　

平
成　

年
度
事
業
計

22

画
に
関
す
る
件

□
第
3
号
議
案　

平
成　

年
度
に
お
け

22

る
借
入
金
の
最
高
限
度
額
に
関
す

る
件

□
第
4
号
議
案　

平
成　

年
度
内
に
お

22

け
る
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関

す
る
件

□
第
5
号
議
案　

余
裕
金
運
用
規
程
の

一
部
改
正
に
関
す
る
件

□
第
6
号
議
案　

平
成　

年
度
賦
課
金

22

の
徴
収
に
関
す
る
件

□
第
7
号
議
案　

出
資
配
当
金
を
増
資

に
充
当
す
る
件

　

全
7
議
案
と
も
原
案
通
り
承
認
さ

れ
、
特
別
決
議
と
し
て
、「
竹
島
領
土
権

確
立
に
関
す
る
件
」
が
提
案
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

引
続
き
岸
会
長
よ
り
、
今
年
夏
の
参

議
院
島
根
選
挙
区
の
選
挙
に
お
い
て
、

青
木
一
彦
氏
を
推
薦
し
た
い
旨
提
案
が

あ
り
、
満
場
一
致
で
推
薦
決
議
を
行
い

総
代
会
は
終
了
し
た
。

��������	
	�

��������	
�	

��������	
�



�� �� �� �� ��
��������������������������

　

本
日
、
漁
業
協
同
組
合
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね

第
５
回
通
常
総
代
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
各
地
区
か
ら
総
代
の
皆
様

の
ご
出
席
を
戴
く
と
共
に
公
務
ご
多
繁

の
央
、
溝
口
島
根
県
知
事
様
、
島
根
県

議
会
議
長
様
を
は
じ
め
、
多
数
の
ご
来

賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
盛
大
に
開
会
で
き

ま
す
こ
と
を
先
ず
も
っ
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成　

年
度
の
漁
業
を
と
り

21

ま
く
環
境
は
、
経
済
不
況
の
も
と
、
消

費
者
の
低
価
格
志
向
と
デ
フ
レ
圧
力
が

世
界
的
に
続
く
中
で
、
魚
価
の
慢
性
的

な
低
迷
・
ク
ラ
ゲ
の
発
生
・
年
度
後
半

の
長
期
に
亘
る
時
化
と
極
め
て
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
県
漁
業
生
産

高
は　

万
8
千
ト
ン
、
1
8
2
億
円
と

11

量
的
に
は
微
増
す
る
も
額
的
に
は
魚
価

安
を
反
映
し
、
対
前
年　

％
と
大
幅
に

87

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
共
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
も
早
い
も
の
で
合

併
以
来
4
ヶ
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
「
組
合
員
所
得
の
増
大
」
を

目
標
に
、
①
組
合
員
・
役
職
員
の
理
念

の
共
有
化
、 

②
組
合
員
間
の
権
利
・
義

務
の
平
等
化
、 
③
組
合
経
営
基
盤
の
確

立
を
三
つ
の
柱
に
鋭
意
事
業
を
推
進
し

て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
、
①
組
合
員
・
職

員
間
の
共
有
意
義
の
芽
生
え
、
②
懸
案

で
あ
っ
た
燃
油
価
格
統
一
と
魚
箱
仕
入

一
元
化
に
よ
る
大
幅
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、

③
合
併
効
果
と
し
て
の
出
雲
･
隠
岐
地

区
二
重
手
数
料
解
消
に
よ
る
組
合
員
負

担
軽
減
、
④
イ
オ
ン
直
接
取
引
事
業
導

入
に
よ
る
漁
業
者
手
取
の
増
大
等
い
さ

さ
か
な
り
と
も
組
合
員
の
負
託
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
た
か
と
、
考
え
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
決
算
は
後
程
詳
細
ご
報

21

告
申
し
上
げ
ま
す
が
、
所
定
の
諸
引
当

金
計
上
後
当
期
剰
余
金
が
2
億
1
千
6

百
万
円
余
り
と
な
り
、
法
定
積
立
金
・

特
別
積
立
金
に
充
当
後
、
剰
余
金
に
つ

い
て
本
組
合
設
立
後
初
め
て
出
資
配
当

金
・
事
業
分
量
配
当
金
を
も
っ
て
組
合

員
に
還
元
す
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
偏
に
組
合
員
各
位
の
、ご
協
力
・

ご
理
解
の
賜
で
あ
り
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
県
ご
当
局
を
は
じ

め
関
係
各
位
の
ご
支
援
に
改
め
て
深
く

謝
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
乍
ら
一
面
、
解
決
す
べ
き
課

題
も
数
多
く
浮
か
び
上
が
っ
た
こ
と
も

事
実
で
あ
り
、
今
後
は
こ
れ
迄
の
成
果

と
反
省
を
真
摯
に
踏
ま
え
、「
ゆ
る
ぎ

な
い
信
念
と
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
」
を

も
っ
て
一
つ
一
つ
着
実
に
課
題
を
解
決

し
乍
ら
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
将
来
展
望
を

確
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考

え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
今
年
度

は
、
昨
年
度
か
ら
3
ヵ
年
で
推
進
中

の
、「
組
織
の
融
合
一
体
化
」、「
魚
食
普

及
・
魚
価
向
上
と
流
通
費
縮
減
」、「
経

営
財
務
基
盤
の
確
立
強
化
」を
基
本
に
、

○
海
に
お
い
て
は
―

　

資
源
管
理
と
漁
業
生
産
構
造
見
直
し

○
浜
に
お
い
て
は
―

市
場
統
合
と
自
己
買
参
権
活
用
に
よ

る
販
売
力
強
化

○
街
に
お
い
て
は
―

　

魚
食
文
化
普
及
と
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ

の
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り
ま

し
た
。
今
後
と
も
組
合
員
各
位
の
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

次
に
、
私
共
懸
案
の
竹
島
領
土
権
確

立
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
未
だ
何
ら

進
展
も
な
い
ば
か
り
か
、
暫
定
水
域
が

あ
る
た
め
に
影
響
を
受
け
る
漁
業
者
へ

の
救
済
対
策
も
事
業
見
直
し
に
よ
っ
て

縮
小
さ
れ
て
お
り
、
竹
島
問
題
が
風
化

し
つ
つ
あ
る
や
の
懸
念
す
ら
抱
く
現
状

で
あ
り
、
私
共
は
改
め
て
竹
島
問
題
を

漁
民
運
動
と
し
て
強
力
に
展
開
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

本
日
の
総
代
会
に
は
平
成　

年
度
決

21

算
、
平
成　

年
度
事
業
計
画
等
諸
案
件

22

を
上
程
し
て
お
り
ま
す
の
で
充
分
に
ご

審
議
の
う
え
ご
承
認
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
開
会
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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貸 借 対 照 表
■平成 22年３月 31日現在 ���������������������������� （単位：円）

損 益 計 算 書
■平成21年４月１日から平成 22年３月 31日まで ��� （単位：円）

金　　　　額科　　　　目

2,507,226,875１　事業総利益

386,711,049　　信用事業総利益

82,683,094　　共済事業総利益

667,869,504　　購買事業総利益

1,227,173,488　　販売事業総利益

55,781,527　　製氷冷凍事業総利益

7,495,686　　加工事業総利益

18,710,217　　利用事業総利益

△ 7,568,109　　漁業自営事業総利益

296,715　　漁場利用事業総利益

68,073,704　　指導事業収支差額

0　　無線事業収支差額

2,532,270,841２　事業管理費

1,747,539,183（１）人件費

28,150,424（２）旅費交通費

88,932,387（３）業務費

76,546,674（４）諸税負担金

341,348,000（５）施設費

215,192,279（６）減価償却費

34,561,894（７）雑費

△ 25,043,966事業利益

350,777,797３　事業外収益

122,195,450４　事業外費用

203,538,381経常利益

61,646,701５　特別利益

39,758,759６　特別損失

225,426,323　　税引前当期利益

9,024,000　　法人税・住民税及び事業税

216,402,323　　当期剰余金

1,338,117　　前期繰越剰余金

217,740,440　　当期未処分剰余金

資　　　　産

金　　額科　　　　目

（　資産の部　）

41,281,294,571１　信用事業資産

3,959,934２　共済事業資産

2,706,887,960３　流動資産

4,734,900（１）受入手形

2,014,312,452（２）経済事業未収金

112,478,794（３）経済事業雑資産

744,778,394（４）棚卸資産

303,365,316（５）その他の流動資産

△ 472,781,896（６）貸倒引当金

9,497,019,536４　固定資産

5,546,910,637（１）有形固定資産

13,168,476,124減価償却資産

△ 10,001,945,810減価償却累計額

2,182,515,023土地

197,865,300建設仮勘定

11,486,815（２）無形固定資産

3,270,136,824（３）外部出資

2,732,192,477系統出資

511,211,343系統外出資

26,733,004子会社等出資

6,235,240（４）長期特定資産

1,295,035,773（５）その他の固定資産

△ 632,785,753（６）貸倒引当金

2,848,234５　繰延資産

53,492,010,235資産の部合計

※
平
成　

年
度　

決
算
状
況

21

　

平
成　

年
度
決
算
の
概
況
は
次

21

の
と
お
り
で
す
。

　

本
組
合
事
業
に
ご
協
力
賜
り
ま

し
た
組
合
員
各
位
、
関
係
者
の
皆

様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

負債及び純資産

金　　額科　　　　目

（　負債の部　）

43,619,010,074１　信用事業負債

71,640,676２　共済事業負債

2,618,586,138３　流動負債

1,384,587,131（１）経済事業未払金

14,532,977（２）経済事業雑負債

421,593（３）賦課金仮受金

10,248,300（４）未払法人税等

1,208,796,137（５）その他の流動負債

1,086,654,540４　固定負債

318,296,176（１）長期借入金

734,147,448（２）受入保証金

34,210,916（３）出資預り金

2,383,402,982５　諸引当金

84,671,552（１）賞与引当金

2,275,184,770（２）退職給付引当金

18,546,660（３）役員退任慰労引当金

5,000,000（４）遭難救助引当金

21,257,712６　再評価に係る繰延税金負債

49,800,552,122負債の部合計

（　純資産の部　）

3,339,840,000１　出資金

13,536,562２　資本準備金

334,502,578３　利益剰余金

86,943,449（１）利益準備金

247,559,129（２）その他利益剰余金

29,818,689　　　特別積立金

217,740,440　　　当期未処分剰余金

（216,402,323）　　　（うち当期剰余金）

△ 45,090,000４　処分末済持分

3,642,789,140組合員資本合計

48,668,973１　土地再評価差額金

48,668,973　　評価・換算差額等合計

3,691,458,113純資産の部合計

53,492,010,235負債及び純資産の部合計
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平
成　

年
度
の
組
合
運
営
及
び
こ
れ

22

か
ら
の
3
ヵ
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
3
年

間
の
成
果
と
反
省
を
真
摯
に
ふ
ま
え
、

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
将
来
展
望
を
確
か
な
も

の
に
す
る
た
め
昨
年
度
か
ら
3
ヵ
年
計

画
で
推
進
中
の「
組
織
の
融
合
一
体
化
」

「
魚
食
普
及
・
魚
価
向
上
と
流
通
経
費

縮
減
」「
経
営
財
務
基
盤
の
確
立
強
化
」

を
3
本
柱
と
し
て
、
目
標
で
あ
る
「
組

合
員
所
得
の
向
上
」
の
実
現
の
た
め
組

合
員
・
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
組
む

も
の
と
す
る
。

重重重重重重重重重重重重重重
 
重
点点点点点点点点点点点点点点
推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進
事事事事事事事事事事事事事事
項項項項項項項項項項項項項項

点
推
進
事
項

�

��

�
�
�
�

①
Ｊ
Ｆ
市
場
へ
の
組
合
員
全
出
荷
体
制

の
確
立
に
努
め
る
。

②
販
売
事
業
統
括
部
を
核
と
す
る
各
支

所
販
売
部
門
間
の
連
携
を
強
化
し
て

い
く
。

③
組
合
員
へ
の
市
況
等
の
情
報
周
知
と

出
荷
指
導
に
努
め
る
。

④
魚
食
普
及
・
魚
価
向
上
・
流
通
経
費

る
と
と
も
に
、
不
採
算
事
業
の
整
理

と
新
規
事
業
の
開
拓
に
取
組
む
。

④
「
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
漁
業
無
線
局
」
を
有

効
に
活
用
し
、
組
合
員
へ
の
気
象
情

報
及
び
海
上
防
災
情
報
、
漁
海
況
速

報
の
提
供
に
よ
る
海
難
事
故
の
未
然

防
止
と
操
業
効
率
の
向
上
に
努
め

る
。

⑤
指
導
事
業
に
つ
い
て
は
、
2
0
0
海

里
水
域
対
策
と
し
て
、
日
韓
協
定
・

暫
定
水
域
民
間
協
議
対
策
、
Ｅ
Ｅ
Ｚ

に
お
け
る
韓
国
漁
船
対
策
、
竹
島
領

土
権
確
立
と
安
全
操
業
対
策
な
ど
、

漁
業
振
興
対
策
と
し
て
、
担
い
手
・

後
継
者
育
成
対
策
、
繁
殖
保
護
・
漁

場
管
理
・
資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進
・

営
漁
指
導
・
生
産
、
販
売
流
通
対
策

等
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

縮
減
対
策
へ
積
極
的
に
取
組
む
。

��
��

�
�
�
�

①
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構

築
事
業
の
積
極
活
用
を
図
る
。

②
石
油
購
買
事
業
に
お
け
る
物
流
確
保

と
安
定
供
給
に
努
め
る
。

③
魚
函
安
定
供
給
体
制
の
確
立
を
図

る
。

④
在
庫
管
理
の
徹
底
と
取
扱
品
目
の
見

直
し
。

��
��

�
�
�
�

①
貯
蓄
推
進
委
員
会
等
と
の
連
繋
に
よ

る
貯
金
量
4
3
0
億
円
の
達
成
を
目

標
と
す
る
。

②
信
用
事
業
リ
ス
ク
体
制
整
備
と
自
己

資
本
比
率
の
向
上
を
図
る
。

③
漁
業
信
用
保
証
業
務
と
の
連
繋
に
よ

り
、
漁
業
経
営
改
善
の
た
め
の
必
要

な
支
援
を
行
う
。

��
��

�
�
�
�

①
Ｊ
Ｆ
共
済
の
『
チ
ョ
コ
ー
』
は
、
万

一
の
場
合
な
ど
を
保
障
し
な
が
ら
貯

蓄
機
能
も
あ
る
Ｊ
Ｆ
共
済
を
代
表
す

る
生
命
共
済
で
、
入
院
や
手
術
、
通

院
な
ど
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

保
障
が
選
択
で
き
る
共
済
で
あ
り
、

万
一
の
場
合
を
一
生
涯
に
わ
た
り
保

障
す
る
終
身
共
済
を
主
体
に
加
入
者

を
増
大
し
、『
チ
ョ
コ
ー
』
の
保
有
残

高
の
拡
大
を
め
ざ
す
。

②
Ｊ
Ｆ
共
済
の
『
く
ら
し
』
は
、
貯
蓄

を
し
な
が
ら
建
物
や
収
容
さ
れ
て
い

る
家
財
な
ど
を
火
災
や
自
然
災
害
か

ら
守
る
総
合
的
な
補
償
で
、
満
期
時

の
満
期
共
済
金
に
よ
り
増
改
築
時
に

も
役
立
つ
共
済
で
あ
り
、
万
一
の
自

然
災
害
の
損
害
に
対
し
て
も
安
心
で

き
る
補
償
提
供
を
目
的
に
、
加
入
者

の
増
大
を
め
ざ
す
。

��
��

�
�
�
�
�
�

①
冷
凍
冷
蔵
事
業
に
つ
い
て
は
、
販
売

部
門
と
の
連
携
を
強
化
し
、
魚
価
の

安
定
と
向
上
に
積
極
的
に
取
組
む
と

と
も
に
、
恵
曇
冷
凍
冷
蔵
庫
の
（
6

月
稼
動
）
の
経
営
基
盤
確
立
と
稼
働

率
の
向
上
を
図
り
コ
ス
ト
削
減
に
努

め
る
。

②
製
氷
事
業
に
つ
い
て
は
、
境
港
製
氷

工
場
の
稼
働
率
の
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
境
港
・
浜
田
製
氷
工
場
を

核
と
す
る
氷
供
給
体
制
を
構
築
す

る
。

③
既
存
の
加
工
施
設
の
再
点
検
・
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
新
規
活
用
を
図
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金　額科　　　　目

2,673,772１．事業総利益

363,001　〔信用事業総利益〕

79,686　〔共済事業総利益〕

605,417　〔購買事業総利益〕

1,173,077　〔販売事業総利益〕

126,680　〔買取販売事業総利益〕

49,559　〔冷凍冷蔵事業総利益〕

168,778　〔製氷事業総利益〕

18,513　〔加工事業総利益〕

17,114　〔利用事業総利益〕

1,631　〔その他事業総利益〕

-3,204　〔無線事業総利益〕

73,520　〔指導事業総利益〕

15,846,166事 業 収 益 計

13,172,394事 業 直 接 費 計

2,580,651２．事業管理費

1,795,191（１）人件費

29,756（２）旅費交通費

87,413（３）業務費

49,616（４）租税公課

20,293（５）負担金

328,484（６）施設費

245,175（７）減価償却費

24,723（８）雑費

93,121事　業　利　益

200,360３．事業外収益

20,970４．事業外費用

272,511経　常　利　益

325５．特別利益

11,150６．特別損失

261,686税引前当期剰余金

9,024　　法人税・住民税

252,662当　期　剰　余　金

平成 22 年度収支計画
■平成 22年４月１日から平成 23年３月 31日 ��������� （単位：千円）

　

総
代
会
で
承
認
さ
れ
た
指
導
賦
課
金

の
徴
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

正
組
合
員　

年
間
３
、
０
０
０
円

　

准
組
合
員　

年
間
２
、
０
０
０
円

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

平
成　

年
８
月　

日
ま
で
に
本
組
合

22

31

口
座
に
口
座
振
替
又
は
振
り
込
み
等
に

よ
っ
て
納
入
す
る
。

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
漁
業
無
線
局
賦
課
金
徴

収
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�

平成22年度主要事業取扱計画
■平成 22年４月１日から平成 23年３月 31日 ���������� （単位：千円）

備　考金　　　額部　門

5,219,876石 油 類

購 買 事 業

経

　

　

済

　

　

事

　

　

業

1,224,667資 材 類

6,444,543合計

23,010,238受託販売取扱高

販 売 事 業 3,703,441買 取 販 売

26,713,679合計

1,544,682冷凍品販売高

冷凍冷蔵事業 202,182保 管 料

1,746,864合計

696,257氷 供 給 高製 氷 事 業

161,710加工品販売高

加 工 事 業 2,140受 入 加 工 料

163,850合計

240,448受 入 利 用 料利 用 事 業

171,140販 売 高漁業自営事業

36,176,781経済事業総取扱高

42,998,000貯 金

信用事業
25,860,000預 け 金

10,105,000貸 出 金

3,574,000有 価 証 券

46,500,000普通厚生共済 ( チョコー )

長期共済保有高
共

済

事

業

14,400,000生活総合共済 ( くらし )

60,900,000合計

52,800ね ん き ん共水連元受契約に係るもの

11,900,000乗組員厚生共済 ( ノリコー )

短期共済保有高 23,900,000火災共済 (カサイ)

35,800,000合計

��
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

沖
合
底
曳
網（
２
そ
う
曳
１
ヶ
統
）

沖
合
底
曳
網
（
１
そ
う
曳
）

旋
網（
１
０
０
t
以
上
船
１
隻
あ
た
り
）

旋
網
（
１
０
０
t
未
満
船
１
隻
あ
た
り
）

�
�
�
�
�
�
�
�

　

メ
ガ　

D
S
B　

１
W

27
　

メ
ガ　

S
S
B　
　

W

27

25

　

メ
ガ　

D
S
B　

５
W

40
　

メ
ガ 
D
S
B 
５
W（
准
加
入
）

40※
無
線
機
併
設
船
に
つ
い
て
は
、
高
額
な
方
の
賦
課
額
と
す
る
。

��
�

�

2
1
6
、0
0
0
円

1
0
8
、0
0
0
円

1
0
0
、0
0
0
円

搭
載
す
る
無
線
機
種
別
賦
課
金
額
と
す
る
。

1
6
、8
0
0
円

3
0
、0
0
0
円

3
0
、0
0
0
円

3
6
、0
0
0
円

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

平
成　

年
８
月　

日
ま
で
に
口
座

22

31

振
替
を
原
則
に
納
入
す
る
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�



� � � � �
��������������

　

去
る
6
月　

日
（
金
）
午
前　

時
よ

18

11

り
、
松
江
市
鹿
島
町
恵
曇
に
お
い
て
本

組
合
「
恵
曇
冷
凍
冷
蔵
庫
」
竣
工
披
露

式
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

現
有
の
冷
凍
冷
蔵
庫
は
、
建
設
稼
動

以
来　

年
以
上
が
経
過
し
、
冷
凍
能
力

37

の
低
下
に
伴
う
保
管
物
の
劣
化
や
施
設

の
老
朽
化
に
よ
る
労
働
環
境
の
悪
化
等

そ
の
稼
動
は
限
界
に
達
し
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
中
、
松
江
市
の
冷
凍
冷
蔵
保

管
施
設
整
備
事
業
・
国
の
強
い
水
産
業

づ
く
り
交
付
金
事
業
等
を
導
入
し
、
恵

曇
漁
港
に
お
け
る
新
た
な
水
産
物
流
通

拠
点
を
２
ヵ
年
か
け
て
整
備
。
今
般
、

竣
工
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

竣
工
式
で
は
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
岸
会
長

の
挨
拶
に
続
き
、
本
冷
凍
冷
蔵
庫
の
建

設
に
あ
た
り
ご
尽
力
戴
い
た
協
同
組
合

建
築
技
術
セ
ン
タ
ー
並
び
に
�
鴻
池

組
、
日
本
コ
ン
テ
ッ
ク
株
式
会
社
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
�
鴻
池
組
山
陰
支

店
井
戸
内
支
店
長
よ
り
謝
辞
が
あ
っ

た
。

　

引
続
き
来
賓
の
松
江
市
松
浦
市
長
、

島
根
県
農
林
水
産
部
石
垣
部
長
、
松
江

市
議
会
三
島
議
長
よ
り
祝
辞
を
頂
戴

し
、
最
後
に
松
江
市
産
業
経
済
部
能
海

部
長
の
発
声
に
よ
る
乾
杯
で
竣
工
式
は

終
了
し
た
。

　

竣
工
式
終
了
後
に
は
、
新
た
に
荷
捌

施
設
に
設
置
さ
れ
た
鮮
魚
自
動
選
別
機

（
セ
レ
ク
タ
ー
）
の
「
お
披
露
目
」
が

行
わ
れ
、
ま
き
網
船
で
水
揚
げ
さ
れ
た

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
鮮
魚
が
見
事
に
選
別

さ
れ
て
い
く
様
子
を
出
席
者
ら
は
興
味

深
く
見
入
っ
た
。

　

今
後
は
特
に
、
隠
岐
ま
き
網
船
団
を

誘
致
す
る
こ
と
で
浜
値
の
向
上
と
鮮

魚
・
加
工
原
魚
の
確
保
に
加
え
、
鮮
魚

保
管
施
設
の
活
用
等
魚
価
向
上
を
図

り
、
地
元
は
も
と
よ
り
島
根
半
島
東
部

及
び
隠
岐
地
域
の
漁
業
者
の
負
託
に
応

え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

新
施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

������������������		

冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍凍冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫庫保保保保保保保保保保保保保保保保管管管管管管管管管管管管管管管管施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設冷凍冷蔵庫保管施設
敷地面積　3364.96㎡

構造規模　鉄骨造平屋建

延 面 積　1712.34㎡

建築面積　1712.34㎡

設備内容　

　①F級冷蔵庫(1,000㌧)
　②F級冷蔵庫(500㌧)
　③凍結設備(20㌧)
　④凍結設備(10㌧)
　⑤鮮魚室(庫内温度0℃)

�������������������������			��

����������� ����
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去
る
６
月
９
日
（
水
）、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
岸

会
長
を
は
じ
め
関
係
者
は
、
溝
口
島
根
県

知
事
、
松
尾
島
根
県
副
知
事
、
田
原
島
根

県
議
会
議
長
に
対
し
、
大
田
市
管
内
４
箇

所
の
市
場
を
、
和
江
水
産
卸
売
市
場
へ
統

合
す
る
こ
と
を
報
告
し
た
上
で
、
荷
捌
所

の
新
設
整
備
や
進
入
道
路
の
整
備
な
ど
の

支
援
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
岸
会
長
は
溝
口
知
事
に
対

し
、「
燃
油
高
騰
や
魚
価
の
低
迷
な
ど
、
依

然
と
し
て
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

い
中
で
、
経
営
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
市
場
統
合
へ
の
検
討
を
進
め

て
き
た
結
果
、
和
江
へ
統
合
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
施
設
整
備
と
あ
わ
せ
、
周
辺

の
道
路
整
備
に
つ
い
て
も
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。」
と
要
請
。
こ
れ
に
対
し
溝
口
島

根
県
知
事
は
、「
県
議
会
と
も
協
議
を
し
な

が
ら
、
よ
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。」
と
回

答
し
た
。

　

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
で
は
こ
れ
ま
で
、
大
田
の

主
要
漁
業
で
あ
る
小
型
底
曳
き
網
漁
業
の

再
編
計
画
の
一
環
で
進
め
て
き
た
市
場
統

合
の
協
議
の
中
で
、
港
の
広
さ
や
岸
壁
付

近
の
水
深
な
ど
の
港
湾
機
能
や
取
扱
高
な

ど
か
ら
、
大
田
市
内
４
箇
所
の
主
要
市
場

を
和
江
（
大
田
市
静
間
町
）
へ
統
合
す
る

こ
と
で
合
意
。
平
成　

年
ま
で
に
施
設
整

24

備
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

会　

長

副
会
長

〃〃
理　

事
〃〃〃〃〃〃〃〃〃

監　

事
〃〃

吉
田
敬
治

山
根　

稔

中
島
幸
一

小
川
満
治

坂
根
康
平

月
森
隆
広

中
島
幸
夫

辻　

豊
孝

松
村
孝
秋

森
山
洋
一

峠　

勝
憲

田
中　

登

中
島
典
生

千
賀
貴
志

水
川
俊
明

水
上
克
之

堀　

康
雄

昭
吉
丸
（
和
江
）

玉
千
代
丸
（
仁
摩
）

昭
洋
丸
（
鳥
井
）

明
神
丸
（
恵
曇
）

幸
栄
丸
（
久
手
）

大
洋
丸
（
和
江
）

正
運
丸
（
和
江
）

良
運
丸
（
五
十
猛
）

琴
代
丸
（
仁
摩
）

灘
富
丸
（
久
手
）

漁
神
丸
（
仁
摩
）

大
久
丸
（
久
手
）

幸
神
丸
（
和
江
）

み
つ
わ
丸
（
大
社
）

神
光
丸
（
和
江
）

三
和
丸
（
仁
摩
）

新
漁
丸
（
鳥
井
）

さ
れ
た
新
役
員
に
よ
る
互
選
の
結
果
、
会

長
に
昭
吉
丸
（
大
田
）
／
吉
田
敬
治
氏
が

再
任
し
、
副
会
長
三
名
に
も
玉
千
代
丸（
仁

摩
）
／
山
根 
稔
氏
、
昭
洋
丸
（
久
手
）
／

中
島
洋
一
氏
、
明
神
丸
（
恵
曇
）
／
小
川

満
治
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
し
た
。

　

引
き
続
き
事
務
局
、
及
び
県
水
産
技
術

セ
ン
タ
ー
、
浜
田
水
産
事
務
所
よ
り
協
議

報
告
事
項
の
説
明
が
な
さ
れ
総
会
は
終
了

し
た
。

　

去
る
6
月　

日
（
土
）、
大
田
商
工
会
議

12

所
（
大
田
市
）
に
お
い
て
、
島
根
県
小
型

底
曳
船
協
議
会
第　

回
通
常
総
会
が
開
催

21

さ
れ
た
。

　

吉
田
敬
治
会
長
の
開
会
挨
拶
に
引
き
続

き
、
河
原
県
水
産
課
長
、
藤
山
県
議
会
議

員
、
和
田
県
議
会
議
員
、
竹
腰
大
田
市
長
、

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
岸
会
長
か
ら
の
来
賓
挨
拶
を

頂
き
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
長
に
、
大
田
支
所
所
属
／
博
丸
の
月

森
久
樹
氏
が
選
任
さ
れ
、
各
議
案
に
つ
い

て
審
議
を
さ
れ
た
結
果
、
全
議
案
と
も
原

案
通
り
承
認
さ
れ
、
役
員
改
選
に
て
承
認
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Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
し
ま
ね
で
は
、
平
成　

年
７
月
５
日
か
ら
平
成　

年
４
月　

日
ま
で
の
間
、
日
頃
の
ご
愛
顧

22

23

28

に
感
謝
い
た
し
ま
し
て
、
金
利
上
乗
せ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
『
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
５
･
Ｇ
Ｏ
定
期
』
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　

他
金
融
機
関
に
て
お
預
け
さ
れ
て
満
期
を
迎
え
る
貯
金
を
お
持
ち
の
方
、
安
全
で
利
回
り
の
良
い
商
品
を
ご
検
討

の
方
、
ま
た
、
退
職
を
迎
え
ら
れ
退
職
金
を
受
け
取
ら
れ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
な
ど
、
こ
の
特
別
な
機
会
に
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
信
用
窓
口
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

心
よ
り
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。
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金
利
上
乗
せ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
定
期
貯
金
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Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
信
用
部
か
ら
の
お
知
ら
せ
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今
年
で　

歳
に
な
る
と
い
う
石
倉
さ
ん

78

は
、
漁
師
歴　

年
に
な
る
ベ
テ
ラ
ン
漁
師
。

60

祖
父
や
父
親
は
漁
師
で
あ
っ
た
が
、
戦
時

中
で
あ
っ
た
当
時
、
父
親
は
3
度
の
出
兵

を
繰
り
返
し
た
と
い
う
。

　

昭
和　

年
、
父
親
が
最
後
の
出
兵
か
ら

20

地
元
諸
食
（
も
ろ
く
い
）
に
戻
り
、
漁
師

を
再
開
し
始
め
た
頃
、「
気
が
付
け
ば
自
分

も
一
緒
に
船
に
乗
っ
て
い
た
。」
と
い
う
石

倉
さ
ん
。「
別
に
親
父
に
誘
わ
れ
た
わ
け

で
も
な
い
け
ど
、
他
に
す
る
こ
と
な
か
っ

た
け
ん
ね
。」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　

親
父
を
師
匠
と
し
て
始
ま
っ
た
「
親
子

船
」
の
主
な
漁
業
は
延
縄
漁
。
こ
の
時
期

は
、
活
イ
カ
（
テ
ナ
シ
）
を
餌
に
し
て
、

大
ダ
イ
や
ヒ
ラ
マ
サ
を
釣
っ
て
い
た
と
い

う
。
時
に
は
、
隠
岐
の
島
の
畑
が
見
え
る

ほ
ど
沖
ま
で
縄
を
は
え
た
は
え
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
か
。「
あ
の
頃
は
魚
も
よ
け

お
っ
た
け
ん
ね
ぇ
・
・
・
。
親
父
と
一
緒

に
漁
師
を
や
っ
て
い
て
一
番
儲
か
っ
た
こ

ね
。」
と
笑
い
な
が
ら
に
当
時
の
様
子
を
話

し
て
く
れ
た
。
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2
人
の
娘
に
も
恵
ま
れ
、
漁
も
続
き
幸

せ
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
石
倉
さ

ん
が　

歳
の
時
、
こ
れ
ま
で
で
一
番
辛

36

か
っ
た
出
来
事
が
起
こ
っ
た
と
い
う
。
師

匠
と
し
て
、
ま
た
、
一
番
信
頼
の
お
け
る

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て　

年
間
漁
を
共
に
し

20

て
き
た
父
親
の
他
界
。「
辛
か
っ
た
よ
、
あ

の
頃
は
。
な
か
な
か
元
気
が
出
ら
ん
か
っ

た
も
ん
な
ぁ
〜
・
・
・
」
と
呟
く
石
倉
さ

ん
。
そ
ん
な
石
倉
さ
ん
を
支
え
励
ま
し
た

の
も
や
は
り
奥
さ
ん
の
カ
メ
子
さ
ん
で
し

た
。
と
に
か
く
早
く
元
気
を
取
り
戻
し
て

ほ
し
か
っ
た
と
い
う
カ
メ
子
さ
ん
は
な
ん

と
石
倉
さ
ん
と
共
に
船
で
漁
に
出
る
こ
と

を
決
心
。「
3
年
ぐ
ら
い
一
緒
に
乗
っ
た

か
な
ぁ
。
船
に
は
酔
わ
ん
だ
っ
た
ね
ぇ
。

延
縄
か
ら
イ
カ
釣
り
か
ら
何
で
も
や
っ
た

よ
。
た
だ
お
父
さ
ん
を
手
伝
い
た
か
っ
た

ろ
か
な
。」
と
そ
の
頃
の
操
業
を
懐
か
し
ん

だ
。�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

石
倉
さ
ん
が　

歳
の
時
、
奥
さ
ん
の
カ

25

メ
子
さ
ん
と
結
婚
。「
漁
師
の
家
に
嫁
い

だ
か
ら
に
は
、
覚
悟
は
し
ち
ょ
っ
た
け
ど

ね
。」
と
い
う
カ
メ
子
さ
ん
。

　

船
が
港
に
帰
っ
て
く
る
ま
で
の
間
、
そ

の
頃
は
砕
氷
な
ど
は
な
く
、
角
氷
を
木
箱

に
入
る
サ
イ
ズ
ま
で
砕
き
、
水
揚
げ
の
準

備
を
す
る
の
は
全
て
嫁
の
仕
事
。
し
か
し

そ
こ
か
ら
が
大
変
。
山
と
海
に
囲
ま
れ
た

諸
食
に
車
道
な
ど
は
な
く
、
全
て
が
人
力
。

魚
を
詰
め
た
木
箱
を
背
負
い
、
山
道
を
歩

き
峠
を
越
え
、
約
1
時
間
か
け
て
隣
り
村

の
市
場
へ
出
荷
す
る
。
帰
り
便
で
は
、
木

箱
を
造
る
材
料
や
、
更
に
食
料
品
を
背
負

い
再
び
峠
越
え
。「
重
さ
は　

�
は
あ
っ

20

た
と
思
う
よ
。
毎
日
肩
な
ん
て
パ
ン
パ
ン

だ
っ
た
わ
ね
。
け
ど
、
こ
こ
に
（
嫁
に
）

来
た
人
は
み
ん
な
が
し
て
た
こ
と
だ
け
ん

だ
け
‥
。」
と
話
し
て
く
れ
た
。
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地
元
諸
食
で
も
漁
業
者
の
高
齢
化
が
進

む
中
、
後
継
者
不
足
に
つ
い
て
質
問
す
る

島
根
半
島
の
東
側
に
位
置
し
、
町
中
央
部
を
北
山
山
系
が
東
西
に
縦
断

し
細
長
い
地
形
と
な
っ
て
い
る
美
保
関
半
島
。
北
部
日
本
海
側
は
、
リ

ア
ス
式
海
岸
と
な
っ
て
お
り
天
然
の
良
港
が
続
き
、
特
に
一
本
釣
、
採

介
藻
、
定
置
網
な
ど
沿
岸
漁
業
が
盛
ん
な
町
。
今
回
は
美
保
関
町
諸
食

（
も
ろ
く
い
）で
、
漁
師
一
筋　

年
の
ベ
テ
ラ
ン
漁
師
、
石
倉
さ
ん
に
「
浜

６０

の
声
」
を
聞
い
た
。

 
石  
倉 　
 
要 
一
   

さ
ん 　

歳（
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
美
保
関
支
所
所
属
）

い
し 
く
ら 

よ
う 
い
ち

７７
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と
、「
よ
そ
の
地
区
で
は
、
若
い
人
も
漁
師

に
な
る
で
し
ょ
う
。
孫
で
も
そ
の
気
が
あ

れ
ば
、
な
ん
ぼ
で
も
教
え
て
や
る
け
ど
、

今
は
漁
師
だ
け
で
（
生
活
）
は
厳
し
い
け

ん
ね
ぇ
・
・
・
。」
と
ポ
ツ
リ
。
実
は
、
地

元
で
一
番
若
い
漁
師
さ
ん
は
、
石
倉
さ
ん

の
娘
婿
で
あ
り
、
今
年
で　

歳
に
な
る
と

58

か
。　

年
程
前
に
地
元
に
戻
っ
て
漁
師
を

10

始
め
た
頃
、
今
度
は
自
分
が
指
導
者
と
な

り
漁
具
や
漁
法
、
知
ら
れ
て
い
な
い
未
開

拓
の
漁
場
（
瀬
）
ま
で
、
自
分
が
知
っ
て

い
る
こ
と
を
全
て
教
え
て
や
っ
た
と
い

う
。「
教
え
過
ぎ
た
け
ん
、
今
で
は
あ
い
つ

の
方
が
漁
が
あ
る
に
ぃ
。」
と
恥
ず
か
し
げ

に
話
し
て
く
れ
た
。
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「
休
日
に
は
、
孫
や
ひ
孫
が
遊
び
に
来
て

ほ
ん
と
賑
や
か
だ
よ
。」
と
い
う
石
倉
さ
ん

の
趣
味
は
、
三
味
線
と
晩
酌
。
三
味
線
は

我
流
な
が
ら
お
酒
は
か
な
り
の
凄
腕
。
昔

は
、
日
本
酒
だ
っ
た
け
ど
、
今
は
専
ら
ウ

イ
ス
キ
ー
だ
と
か
。「
一
ヶ
月
5
本
の

ペ
ー
ス
で
、
年
間
だ
と　

本
ぐ
ら
い
か

50

な
ぁ
・
・
・
俺
の
腹
の
中
に
は
何
百
万
円

分
の
ウ
イ
ス
キ
ー
が
入
っ
ち
ょ
る
。」
と
満

面
の
笑
み
で
酒
豪
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

く
れ
た
。

　

そ
ん
な
石
倉
さ
ん
を
横
で
見
守
る
奥
さ

�

�
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松
江
市
美
保
関
町
で
は
、
美
保
湾
を
漁
場

と
す
る
サ
ワ
ラ
漕
ぎ
漁
が
盛
ん
で
あ
り
、
近

年
、
漁
獲
量
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

魚
価
は
年
々
下
落
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

漁
業
者
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
、
行
政
と
が
連
繋
を

し
て
、
魚
価
向
上
を
目
的
と
す
る
「
美
保
関

産
高
品
質
サ
ワ
ラ
」
生
産
に
向
け
た
取
り
組

み
を
二
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　

取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
美

保
関
支
所
・
福
浦
出
張
所
に
所
属
す
る
漁
業

者　

名
（
福
浦
サ
ワ
ラ
の
会
）。

10

　

サ
ワ
ラ
は
鮮
度
落
ち
が
早
い
上
、
身
質
が

柔
ら
か
く
、「
身
割
れ
」
を
起
し
や
す
い
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
船
上
で
の
サ
ワ
ラ
の
取
り
扱

い
を
見
直
す
こ
と
か
ら
開
始
。
漁
獲
直
後
に

ス
ポ
ン
ジ
上
で
活
〆
・
血
抜
き
等
の
鮮
度
処

理
を
行
い
、
速
や
か
に
冷
海
水
漬
け
に
す

る
。
ま
た
、
サ
ワ
ラ
の
尾
だ
け
を
持
た
ず
に

腹
を
上
に
両
手
で
持
ち
、
魚
体
が
曲
が
ら
な

い
よ
う
大
型
の
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
使
用

す
る
な
ど
こ
れ
ま
で
と
は
一
転
し
た
鮮
度
保

持
を
実
践
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た

「
取
り
組
み
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
操
業

に
励
ん
で
い
る
。

　

取
り
組
み
の
成
果
も
徐
々
に
現
れ
始
め
、

地
元
市
場
は
も
と
よ
り
、「
鮮
度
の
良
さ
」
を

さ
ら
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
一
昨
年
か
ら
岡

山
へ
の
直
接
出
荷
も
開
始
し
た
と
こ
ろ
、

「
日
本
海
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
」
と
の
高
評

価
と
満
足
の
い
く
単
価
で
取
引
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
と
い
う
。

　

今
後
は
更
に
「
取
り
組
み
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
徹
底
し
信
用
を
維
持
し
な
が
ら
、
市
場
関

係
者
、
行
政
と
の
連
繋
を
更
に
密
に
し
、「
美

保
関
産
活
〆
さ
わ
ら
」
の
認
知
度
を
高
め
る

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い

る
。

ん
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
の
想
い
を
お
願
い

す
る
と
、「
嫁
さ
ん
が
、
お
っ
た
け
ん
こ
そ

漁
師
を
続
け
ら
れ
た
。
漁
を
手
伝
い
な
が

ら
、　

年
間
勤
め
に
も
出
て
く
れ
て
家
族

25

を
助
け
て
く
れ
た
。
ほ
ん
と
感
謝
し

ち
ょ
ー
よ
。」
と
、
か
な
り
照
れ
な
が
ら
も

答
え
て
く
れ
た
。

　

体
力
が
続
く
限
り
漁
師
を
続
け
た
い
と

い
う
石
倉
さ
ん
の
、
と
に
か
く
明
る
い
人

柄
や
、
家
族
や
仲
間
を
大
切
に
思
う
優
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

快
く
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
い
た
石
倉

さ
ん
ご
夫
妻
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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※
平
成　

年
９
月　

日
か
ら
平
成　

年
６
月

２１

１４

２２

　

日
ま
で
に
ご
寄
付
頂
い
た
方
々
の
ご
芳

２０名
を
掲
載
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
香
典
返
し
】

山　

本　

美
代
子

川　

上　

省　

自

野　

村　
　

靖

野　

木　

誠　

二

中　

西　
　

旭

野　

津　

英　

一　

【
募　
　

金
】

島
根
県
水
産
課
（
水
和
会
）

島
根
県
漁
港
漁
場
整
備
課

島
根
県
漁
船
保
険
組
合

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合
島
根
県
事
務
所

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
平
田
支
所

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
鳥
井
女
性
部

Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
本
所

��������	
��������	�������������� !�"#$
�%&�'()�*+,

����������	
��
�����������

��������	
�������������������
����	���� ��!"#�$

「
し
ま
ね
の
魚
」
の
美
味

　
「
し
ま
ね
の
魚
」
の
美
味

し
さ
や
海
の
幸
の
魅
力
を
、

し
さ
や
海
の
幸
の
魅
力
を
、

県
内
・
外
の
多
く
の
人
に
伝

県
内
・
外
の
多
く
の
人
に
伝

え
な
が
ら
、
魚
に
対
し
も
っ

え
な
が
ら
、
魚
に
対
し
も
っ

と
興
味
や
感
心
を
も
っ
て

と
興
味
や
感
心
を
も
っ
て

喜
ん
で
食
べ
て
も
ら
お
う

喜
ん
で
食
べ
て
も
ら
お
う

と
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
直
営
「
朝

と
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
直
営
「
朝

獲
れ
市
場

一
心
太
助

獲
れ
市
場　

一
心
太
助

（
い
っ
し
ん
た
す
け
）」（
水

（
い
っ
し
ん
た
す
け
）」（
水
産産

会
館
敷
地
内

会
館
敷
地
内::
Ｊ
Ｒ
松
江
駅

Ｊ
Ｒ
松
江
駅

前
）を

前
）を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

店
内
に
は
、
島
根
半
島
で

そ
の
日
に
水
揚
げ
さ
れ
た

朝
獲
れ
魚
介
類
を
は
じ
め
、

漁
師
が
造
る
刺
身
を
見
立

て
た
「
ま
か
な
い
造
り
」
や
、

底
曳
網
船
で
水
揚
げ
さ
れ

た
未
利
用
魚
を
原
料
と
し

た
「
魚
肉
す
り
身
（
通
称
＝

漁
師
の
生
す
り
身
）」
な
ど

を
取
り
そ
ろ
え
販
売
し
て

い
る
ほ
か
、
毎
月
第
一
土
曜

日
を
「
魚
の
日
」
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
市
内
の
鮮
魚

店
も
参
加
し
、
朝
獲
れ
鮮
魚

プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
や
ワ

ン
コ
イ
ン
セ
ー
ル
、
魚
屋
さ

ん
か
ら
直
接
指
導
を
受
け

る
魚
の
捌
き
方
教
室
や
毎

回
無
料
で
振
舞
う
海
鮮
み

そ
汁
な
ど
、
安
全
・
安
心
で

新
鮮
な
し
ま
ね
の
魚
を
皆

様
に
提
供
し
ま
す
。

温かい真心に感謝
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こ
の
度
の
参
議
院
議
員
総
選
挙

島
根
選
挙
区
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｆ
し

ま
ね
を
は
じ
め
、
水
産
関
係
団
体

よ
り
推
薦
し
、
ま
た
応
援
を
し
た

青
木
一
彦
氏
が
、
７
万
票
も
の
大

差
を
つ
け
る
得
票
で
、
見
事
、
初

当
選
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
各
浜

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
組
合
員
の

皆
様
方
よ
り
、
温
か
い
ご
支
援
・

ご
協
力
を
頂
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

漁
民
の
声
を
国
政
へ
し
っ
か
り

届
け
、
こ
れ
か
ら
の
島
根
県
の
漁

業
・
漁
村
の
発
展
の
た
め
、
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

参
議
院
議
員
総
選
挙

島
根
選
挙
区　

青
木
一
彦
氏  
初
当
選��������	
������
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